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並行在来線＝バス転換見直し、住民の足守れ

夕鉄バス3路線廃止で高校生の通学に影響が

　第四回定例道議会（11月28日～ 12月14日）が開催されま
した。丸山はるみ道議が一般質問に立ち、北海道新幹線札幌
延伸に向けた小樽・長万部間の並行在来線について、全道的
なバス運転手不足により、住民の利便性確保の前提が崩れて
いるとバス転換路線は見直すよう知事に鋭く求めました。

開
催
め
ど
立
た
な
い

ブ
ロ
ッ
ク
会
議

　

昨
年
５
月
に
開
催
さ
れ
た
並

行
在
来
線
対
策
協
議
会
第
16
回

後
志
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
で
、
バ
ス
転

換
後
の
運
行
に
つ
い
て
「
バ
ス

事
業
者
に
協
力
を
求
め
て
い
く
。

次
期
開
催
時
期
を
10
〜
11
月
頃
」

と
し
ま
し
た
。
そ
の
開
催
が
遅
れ

て
い
る
理
由
を
問
わ
れ
、
交
通
企

画
監
は
「
関
係
す
る
バ
ス
会
社
や

沿
線
自
治
体
と
調
整
が
継
続
し

て
い
る
」
と
答
弁
。
丸
山
道
議
は

「
バ
ス
転
換
の
議
論
は
住
民
の
利

便
性
の
確
保
が
前
提
。
バ
ス
運
転

手
不
足
の
拡
大
で
実
現
は
困
難

と
い
う
現
状
を
直
視
し
、
並
行
在

来
線
の
あ
り
方
検
討
を
見
直
す

必
要
が
あ
る
」
と
質
す
も
、
交
通

企
画
監
は
「
２
０
２
２
年
３
月
の

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
に
お
い
て
『
バ
ス

方
式
』
を
確
認
し
た
。
今
後
も
安

定
的
な
交
通
体
系
の
構
築
に
向

け
て
協
議
を
進
め
る
」
と
協
議
会

で
決
ま
っ
た
と
強
調
し
ま
し
た
。

「
攻
め
の
廃
線
」か
ら
４
年
半

バ
ス
ま
で
廃
止
に

　
札
幌
―
夕
張
間
を
走
る
夕
鉄

バ
ス
が
９
月
30
日
を
も
っ
て
、

３
路
線
を
廃
止
。

　
２
０
１
９
年
４
月
、
当
時
夕

張
市
長
だ
っ
た
鈴
木
知
事
は

「
攻
め
の
廃
線
」
と
豪
語
し
、

Ｊ
Ｒ
夕
張
支
線
を
バ
ス
転
換
し

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
た
っ
た
４

年
半
。
当
時
か
ら
バ
ス
運
転
手

不
足
は
心
配
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
現
在
ま
す
ま
す
深
刻
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
丸
山
道
議
は
地
域
住
民
の
足

を
ど
う
確
保
し
て
い
く
の
か
、

知
事
の
考
え
を
質
し
ま
し
た
。

　
知
事
は
バ
ス
事
業
者
の
、
く

ら
し
や
産
業
を
支
え
る
重
要
な

役
割
へ
の
認
識
を
示
し
な
が
ら

市
町
村
や
事
業
者
と
の
一
層
の

公
共
交
通
守
る
責
任
果
た
せ

　
丸
山
道
議
は
「
知
事
は
『
攻
め

の
廃
線
』
と
Ｊ
Ｒ
夕
張
支
線
の
バ

ス
転
換
を
す
す
め
た
が
、
４
年
半

で
３
路
線
の
バ
ス
が
廃
止
さ
れ

た
。
小
樽
市
で
も
バ
ス
運
転
手
不

足
を
理
由
に
12
月
の
ダ
イ
ヤ
改

正
で
大
幅
減
便
と
な
っ
て
い
る
。

並
行
在
来
線
の
利
便
性
を
確
保

し
て
の
バ
ス
転
換
実
現
は
見
込

み
が
低
い
。
知
事
は
全
道
の
地
域

の
足
の
確
保
に
ど
う
向
き
合
う

の
か
」
と
迫
り
ま
し
た
。
鈴
木
知

事
は
「
バ
ス
事
業
者
は
人
材
確
保

や
経
営
面
で
、
厳
し
い
状
況
に
あ

る
が
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
地

域
交
通
の
確
保
に
取
り
組
む
」
と

バ
ス
転
換
の
姿
勢
を
崩
し
ま
せ

ん
。
丸
山
道
議
は
「
道
民
の
生
活

の
た
め
の
公
共
交
通
、
特
に
広
域

な
移
動
手
段
を
守
る
責
任
は
北

海
道
に
あ
る
。
バ
ス
転
換
見
直
し

の
決
断
を
遅
ら
せ
る
こ
と
は
住

み
に
く
さ
を
加
速
す
る
」
と
バ
ス

転
換
見
直
し
を
知
事
に
迫
り
ま

し
た
。

連
携
の
も
と
、
地
域
交
通
の
確

保
に
向
け
て
取
り
組
む
と
の
答

弁
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

栗
山
高
校
に
通
う

生
徒
の
足
を
守
れ

　
夕
鉄
バ
ス
３
路
線
廃
止
の
影

響
で
、
南
幌
町
か
ら
栗
山
町
に

通
う
高
校
生
の
通
学
手
段
が
奪

わ
れ
ま
し
た
。

　
栗
山
町
で
は
来
年
３
月
ま
で

デ
マ
ン
ド
バ
ス
を
実
証
運
行
し

て
い
ま
す
。

　
丸
山
道
議
は
生
徒
た
ち
が
４

月
以
降
の
通
学
手
段
に
不
安
を

感
じ
て
い
る
と
、
対
応
を
求
め

ま
し
た
。

　
道
と
教
育
委
員
会
は
事
業
者

や
関
係
市
町
と
連
携
し
な
が
ら

必
要
な
移
動
手
段
の
確
保
に
取

り
組
む
と
答
弁
し
ま
し
た
。

訴える真下道議とビラを配布する丸山道議

　11月28日、定例会招集日の朝恒例の道庁
前宣伝を行いました。
　丸山道議は、冬の間暖房費を節約しなが
ら暮らす道民の生活に寄り添う、道政の実
現を求めました。
　また、バス運転手不足は、一地域の問題
ではなく全道に広がっています。北海道は
公共交通に責任をもち、並行在来線のバス
転換は見直すべきと訴えました。訴える真下道議とビラを配布する丸山道議

第４回定例道議会に向け、道庁前宣伝第４回定例道議会に向け、道庁前宣伝



寄
宿
舎
の
老
朽
化
改

修
は
喫
緊
の
課
題

　
共
産
党
道
議
団
の
特
別

支
援
学
校
寄
宿
舎
調
査
で

は
寄
宿
舎
の
利
用
が
減
り

放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利

用
が
増
え
て
い
る
実
態
が

あ
り
ま
し
た
。

　
丸
山
道
議
は
寄
宿
舎
の

老
朽
化
対
策
と
合
わ
せ
、

そ
の
利
用
の
意
義
を
質
し

ま
し
た
。

　
教
育
長
は
「
寄
宿
舎
は

重
要
な
生
活
の
場
と
し
て

の
教
育
的
意
義
を
要
す

る
」
と
し
て
「
安
全
で
安

心
な
環
境
確
保
の
た
め
に

可
能
な
限
り
改
修
等
を
行

っ
て
お
り
、
良
好
な
教
育

環
境
の
整
備
に
取
り
組

む
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

通
学
困
難
者
に
限
定

せ
ず
、
寄
宿
舎
の
教

育
的
意
義
の
活
用
を

　

道
教
委
は
寄
宿
舎
を

「
通
学
困
難
」
生
徒
の
利

用
に
限
定
し
て
お
り
、
新

規
募
集
に
積
極
的
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
寄

宿
舎
の
利
用
者
減
少
で

「
休
止
さ
れ
る
の
で
は
！
」

等
保
護
者
の
不
安
の
声
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
丸

山
道
議
は
「
教
育
長
は
寄

宿
舎
の
教
育
的
意
義
を
認

め
て
い
る
な
ら
、
寄
宿
舎

を
利
用
し
た
い
と
い
っ
た

潜
在
的
ニ
ー
ズ
の
把
握
を

行
う
と
と
も
に
利
用
拡
大

の
た
め
の
具
体
的
取
り
組

み
を
推
進
す
べ
き
」
と
利

用
拡
大
の
取
り
組
み
を
求

め
ま
し
た
。

　
教
育
長
は
「
入
学
前
の

教
育
相
談
や
個
別
懇
談
会

等
に
お
い
て
利
用
や
退
舎

の
意
向
確
認
を
行
う
な
ど

ニ
ー
ズ
把
握
に
努
め
て
い

る
」
と
し
て
潜
在
的
ニ
ー

ズ
の
把
握
を
行
う
と
は
言

い
ま
せ
ん
。
丸
山
道
議
は

「
教
育
長
の
答
弁
と
は
か

け
離
れ
て
い
る
例
も
実
際

に
は
存
在
す
る
。
こ
う
し

た
実
態
の
是
正
と
、
よ
り

丁
寧
な
対
応
が
必
要
」
と

重
ね
て
ニ
ー
ズ
把
握
を
迫

り
ま
し
た
。

特別支援学校寄宿舎は
教育的意義を発揮する活用を‼ 目

標
掲
げ
る
も
、
合
計

特
殊
出
生
率
の
減
少
止

ま
ら
ず

　
北
海
道
は
、
２
０
２
０
年

か
ら
２
０
２
４
を
計
画
期
間

と
す
る
「
第
４
期
、
北
の
大

地
☆
こ
ど
も
未
来
づ
く
り
北

海
道
計
画
」
の
中
で
、
基
本

目
標
の
一
つ
と
し
て
出
生
率

を
全
国
平
均
ま
で
引
き
上
げ

る
と
し
て
い
ま
す
。

　
丸
山
道
議
は
計
画
期
間
で

の
目
標
達
成
の
見
込
み
を
質

問
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
政
策
企
画
課
長
は

計
画
が
始
ま
っ
て
以
降
も
全

国
平
均
の
出
生
率
が
下
が
る

と
同
様
に
、
道
内
の
出
生
率

も
低
下
し
て
お
り
厳
し
い
状

況
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
仮
に
道
の
出
生
率
が
計
画

当
初
の
水
準
を
維
持
で
き
て

い
れ
ば
、
低
下
す
る
全
国
の

出
生
率
に
追
い
つ
け
ま
す

が
、
そ
う
な
っ
て
い
な
い
北

海
道
の
子
育
て
支
援
策
は
不

十
分
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。妻

の
年
齢
が
35
歳
以
下

で
は
78
％
が
経
済
的
支

援
を
希
望

　
道
の
計
画
で
引
用
さ
れ
た

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題

研
究
所
が
行
っ
た
出
生
動
向

基
本
調
査
の
最
新
の
デ
ー
タ

か
ら
、
理
想
の
人
数
の
子
ど

も
を
持
た
な
い
理
由
の
一
番

は
「
子
育
て
教
育
に
お
金
が

か
か
る
か
ら
」
52
・
6
％
。

こ
れ
が
妻
の
年
齢
が
35
歳
以

下
の
場
合
は
78
％
に
の
ぼ
り

ま
す
。

　
一
方
で
妻
の
年
齢
が
35
歳

以
上
で
は
「
お
金
が
か
か
る

か
ら
」
は
約
50
％
に
減
り
、

「
高
年
齢
で
生
む
の
は
い
や

だ
か
ら
」
が
約
45
％
ま
で
増

え
て
い
ま
す
。
子
育
て
世
帯

へ
の
経
済
的
支
援
を
今
す
ぐ

実
施
す
る
べ
き
で
す
。

　
丸
山
道
議
は
、
０
歳
か
ら

就
学
前
ま
で
、
給
食
費
を
含

め
た
保
育
料
の
無
償
化
や
妊

産
婦
検
診
の
交
通
費
補
助
の

拡
充
な
ど
経
済
的
支
援
を
求

め
る
道
民
の
声
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
と
述
べ
、
特
に
子
育

て
世
帯
に
関
心
の
高
い
子
ど

も
医
療
費
助
成
の
拡
充
で
、

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
道
の

積
極
的
な
姿
勢
を
示
せ
と
迫

り
ま
し
た
。

経
済
的
支
援
で
本
気
の
子
育
て
支
援
対
策
を

経
済
的
支
援
で
本
気
の
子
育
て
支
援
対
策
を

12
月
13
日
、
丸
山
道
議
は
所
属
す
る
「
子
ど
も
政
策
調
査
特
別
委
員
会
」
で
、

子
育
て
世
代
へ
の
経
済
的
支
援
の
拡
充
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

「道民生活守り抜く姿勢で、総合経済対策を」緊急要望と追加質疑で知事に質す「道民生活守り抜く姿勢で、総合経済対策を」緊急要望と追加質疑で知事に質す
　物価、燃料高騰はかつてないほど長期化で、道民からは切実
な声があがっています。
　日本共産党道議団は、「総合経済対策に関する国の地方公共団
体向けの重点支援地方交付金」の活用をし、道独自の物価・エ
ネルギー高騰対策に直ちに取り組むことを求めて鈴木知事に緊
急要望を行いました。
　第４回定例道議会に提案された追加補正には道立学校の空調
設備、医療機関・社会福祉施設に対する支援や酪農経営支援な

どがもりこまれ、道議団の要望が一部反映される形となりました。
　真下紀子道議団長が追加予算案に対し質疑を行いました。
　経済対策に道民の声や議会議論がどのように反映されたのか。
子育て支援策のお米・牛乳券はプッシュ型で全ての対象者に配
布するべきではなかったのか？これまでの人材確保策緊急支援
事業では予算が足りず、受給できない事態が生まれたことから
申請数が予算枠を超えた場合の対応等について知事に質しまし
た。


